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《本号の表紙絵》

シーボルト旧蔵の鍼箱
（オランダ国立民族学博物館所蔵）

シーボルト（1796～1866 Ph.Fr. von Siebold）旧蔵にかかる厖大な日本関係コレクションは
蘭・独・英・仏・露・日の各機関に分蔵されるが，第 1回日本滞在中（1823～1830）の収集
資料の多くはライデンに伝存し，ライデン大学図書館貴重書室・国立植物標本館附属図書
室・国立民族学博物館に分蔵されている．そのライデン所在の資料群のうち，医学文献は本
草を除けば鍼灸関係が多くを占め，そして大学図書館に所蔵されるその鍼灸文献の殆どは徳
川幕府の鍼科医官・石坂宗哲（1770～1841）から贈られたものと考えられる．文献の中で特
に貴重性が高いのは，シーボルトが門人戸塚亮斎・美馬順三・石井宗謙による蘭訳をもとに
『バタヴィア学芸協会雑誌』14号（1833）で紹介した，鍼灸に関する石坂宗哲の原著4種，『知
要一言』（請求記号UB1092）『九針畧説・痘瘡麻疹の病源・灸法略説』（請求記号：UB1103）
の宗哲自筆稿本である（詳しくは『日本東洋医学雑誌』62巻 6号所収の拙稿，および本誌
57巻 3号所収のヴィグル・マティアスと筆者の共著を参照）．
その他に，経絡人形・仰伏経絡図・鍼・鍼箱，および一部の文献が国立民族学博物館に所
蔵される．「九鍼」（漆塗箱入り，現存は 7本，請求記号 1-618）と「微鍼」5本（漆塗箱入り，
請求記号 1-631）については，前掲拙稿に写真を添えて紹介したので，ここではその他の鍼
箱を掲げよう．なお，石坂宗哲は 1825年に神戸源蔵製「微鍼」（1番～7番），1826年に神戸
古平製「銀製九鍼」1箱をシーボルトに贈っているから，この「九鍼」「微鍼」も石坂宗哲
が贈った可能性は十分にある．
上・中（請求記号 1-617）の鍼箱は外寸，H11,6糎×W2,5糎．上蓋の外側には菊亀甲文，
内側には梨地に雲龍文様の，ともに手のこんだ蒔絵が施され，銀製と見られる打鍼用の槌
（H11,0糎）を収めた，携帯用の鍼箱．今は失われている鍼を収めるスペースには金糸を多
用した豪華な裂が敷かれている．菊花があしらわれた槌頭は，上蓋に円く空けた穴にはめ込
むように造られていて，意匠としても優れている．シーボルトの初版本NIPPON図版に，鍼
箱の内景と槌が極めて正確に描かれていて，紛れもないこの鍼箱であることが分かる．
下（請求記号 1-640）の鍼箱は外寸，H20,5糎×W8,3糎．上蓋の甲に，女性が男性患者に
施灸する図が，螺鈿細工によって細緻に描かれる．外側の四面には，同じく螺鈿細工によっ
て梅の開花と蕾を散らしている．内側には萌葱色の天鵞絨が敷かれ，上蓋裏にはともに失わ
れているが鋏みと打鍼用の槌 ?が収納できるように作られている．鍼台 1枚が附属している．
施灸の図は意匠としても風俗史料としても珍しく，シーボルトの注文による可能性も考えら
れるだろう．

NIPPONの図版に載る上の鍼箱は，その出版以前にシーボルトのコレクションであったこ
とが分かる．下は物自体に旧蔵者や贈答者に関する手がかりはないが，請求記号が「1-何」
はシーボルトコレクションに由来するという． （町　泉寿郎）


